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区長さんご紹介
小学校陸上記録会　甲
屋外広告物は許可を受けて　同
みんなで考えよう市町村合併､1)新連載
児童手当現況届について
保健センタ葛だより　-

春季スポ-ツ大会結果
町のできごと　用
みんなの窓(あ知らせ)
ぼくのわたしの夢､俳句､短歌　-

町の歴史あれこれ･･
町民俗資料館見学､戸籍の窓　用

2へ

詐芋蔓
?岱_`__鱒

吉醐こ向かって!
5月14日､町内小学校による陸上記

録会が行われ､多くの声援のなか新し
い記録が生まれました｡

(詳細は4ぺ-ジに掲載)ル
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-
区
長
会
開
催
-

5
月
_
 
5
日
　
(
水
)
　
‖
年
度
区
長

会
が
中
央
公
民
館
大
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
｡
当
日
は
､
群
島

町
長
よ
り
区
長
さ
ん
に
　
｢
こ
れ
か

ら
一
年
間
､
町
の
行
政
活
動
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
｡
｣
　
と
挨

拶
が
述
べ
ら
れ
た
後
､
議
長
と
し

て
区
長
会
を
進
行
し
ま
し
た
｡

協
議
事
項
で
は
､
役
場
の
各
課

か
ら
の
連
絡
及
び
依
頼
に
つ
い
て
､

各
担
当
課
長
よ
り
説
明
が
行
わ
れ

た
後
､
各
区
長
さ
ん
か
ら
町
へ
の

意
見
･
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
｡

な
お
､
各
医
長
さ
ん
方
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
･
要
望
に
つ
い
て
は

町
と
し
て
適
切
に
対
応
し
て
行
く

予
定
で
す
｡
-
､
曾

区
長
会
で
出
さ
れ
た

意
見
･
要
望

▼
区
長
会
議
を
日
曜
､
祭
日
か
夜

に
出
来
な
い
か
｡

▼
区
長
あ
て
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
が
き
て
い
る
｡

▼
野
ね
ず
み
の
害
が
非
常
に
多
い
｡

防
除
を
お
願
い
し
た
い
｡

▼
カ
-
ブ
ミ
ラ
丁
が
見
え
に
く
い
｡

▼
内
野
地
区
排
水
路
､
雨
が
降
る

と
逆
流
す
る
が
役
場
で
処
理
し

て
く
れ
る
の
か
｡

▼
防
犯
灯
の
位
置
を
地
図
に
落
と

し
て
､
場
所
を
分
か
り
や
す
く

し
て
欲
し
い
｡

､
葦
葦
苦
楽
へ
尊
o
笠
専
尊
宅
葦
等
葦
o
3
a
<
専
#
o
!
-

-
区
長
会
総
会
開
催
-

苛
朝
瞳

▼
防
災
無
線
が
よ
く
聞
こ
え
な
い
｡

第
2
報
は
流
さ
な
い
の
か
｡

▼
第
一
幼
稚
園
の
入
園
者
数
が
少

な
い
｡
ま
た
､
午
前
八
時
半
-

午
後
一
時
で
は
短
す
ぎ
る
｡

▼
環
境
美
化
の
寄
付
､
な
ぜ
生
板

小
学
校
だ
け
な
の
か
｡

▼
消
防
団
の
寄
付
金
､
使
い
道
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
｡

▼
浄
玄
橋
は
い
つ
出
来
る
の
か
｡

▼
戸
別
受
信
機
設
置
に
つ
い
て
､

法
人
は
ど
う
い
う
取
扱
い
か
｡

い
ら
な
い
と
い
う
家
は
ど
う
す

る
の
か
｡
受
信
機
の
大
き
さ
､

使
い
方
を
教
え
て
欲
し
い
｡
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5
月
_
 
5
日
　
(
水
)
　
区
長
会
終
了

後
､
区
長
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡
総
会
で
は
､
先
に
開
催
さ

れ
た
区
長
会
で
出
さ
れ
た
意
見
･

要
望
を
墓
に
､
｢
豊
か
で
明
る
い

住
環
境
づ
く
り
が
出
来
る
様
､
町

づ
く
り
を
し
て
行
き
た
い
｡
｣
　
と

野
高
町
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
｡

協
議
事
項
は
､
区
長
会
長
で
あ

る
秋
山
政
義
さ
ん
の
進
行
に
よ
り

行
わ
れ
､
‖
年
度
事
業
計
画
､
予

算
を
含
む
す
べ
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
｡



壁顕鞄匿
区名 倩�kﾂ�電話番号 

循 ��YnﾈﾏRﾒ�84-3814 

西 ��YnﾉW�u��84-2849 

開場1 做亥)�ﾘｶ��84-2576 

開場2 �,8ﾚｨﾜ騏��84-2275 

中道 做亥)k��84-2800 

寺谷 做亥)l餮b�84-3179 

堤向 冢ﾈﾘ(ﾔ��84-2749 

万年 兌ﾙnﾈﾔｹ?��84-3130 

北河原 傅ﾉ}�(b�84-4202 

浄玄 俘(�)H��84-3200 

内野 俑ｩgｹ=�u��84-4325 

早井1 亂�ｸﾔ鞴��84-3922 

早井2 侘9�(ｵ�u��84-2781 

砂場 ��Y,馘i�R�84-2164 

南丸田 ��YnﾈﾏRﾒ�84-2416 

北丸田 俘(ｻJ9y��84-2443 

外丸田 ��韃(���84-2756 

四ツ家 亊inﾈｼY&｢�84-3965 

三ツ家 ��Xｷi]ｹo｢�84-3995 

堀割 侘9�ﾈﾔ��84-2706 

中巻 伜)69�ﾂ�84-4088 

小林町歩 ��ﾉ�ｩ(傴｢�84-2478 

角崎町歩 ��YY����84-2839 

大鍋堤 ��I:�ﾕ�｢�84-3146 

大鍋中 �IVy|y5B�84-3990 

牛鍋 �68ﾏｸｮ)Wb�84-3132 

竜町歩 �*ﾉ69[iWb�84÷3903 

藤蔵1 冲ﾉgｸ裵�84-3885 

藤蔵2 ��Ynﾉ�x鴿��84-3243 

愚韓鞄彊
区名 倩�kﾂ�電話番号 

上組 ��Xﾌ9Y�Wb�84-3346 

中上組 �69(i�9u��84-3326 

下組 冦穎ﾉgｸ���84-2900 

愛宕町 傅ﾉy�(倬��84-2808 

中郷 ��Y8y4餮b�84-2427 

荒地 亂�ｹu2ﾒ�84-3105 

大境 佰Ynﾈﾔ��86-Slog 

下町歩 �ｸﾈ��9&｢�84-3108 

十里 儁�8yzynr�84-3440 

庄布川1 ���Y��jB�84-3625 

庄布川2 �69(y�8��84-2775 

みなさんと行政を結ぶパイプ役

として,明るい町づくりの推進役

としてご活躍いただく､新しい区

長さんです｡ -年間よろしくお願

いします｡　　　　　　　(敬称略)

顕瀞固鞄匿
区名 倩�kﾂ�電話番号 

提 �ｩnﾈﾔｹ&｢�84-4168 

古通 凭冦飴ﾂ�84-3735 

新橋 �ｩnﾉ(侏��84-3724 

広田 亊i�ﾉ�9Wb�84-2168 

中曽根 ��韃)6�YWb�84-3725 

保村上 ��駭ﾈﾔI&｢�84-2700 

保村下 兌ﾙ�ﾈﾔﾂ�84-3702 

遠下 ��:�ｶ�*��84-3668 

1ゝ● こ 佩9:�哩Eb�84-2737 

布鎌上 倩T末做2�84-3433 

布鎌下 倬ﾙ69��nr�84-3567 

平三郎 估伜(ﾔr�84-3401 

官渕 ���68ﾕ�Wb�84-2081 

猿島 俎(皐ｷiOﾈ���84-3143 

羽子騎上 亂�ｹ�9W��84-2719 

羽子騎下 俘)8xﾎﾂ�84-3486 

古河林上 ��伜){)&｢�84-3523 

古河柿下 �+y$ｩ�ﾉ���R�84-3621 

手葉上 �8�69�8ｴ��84-4604 

手栗下 ��HﾋI.泳B�84-2464 

金淫溝鞄陸
区名 倩�kﾂ�電話番号 

田川 �?ｨﾏﾈ鮑ｹﾒ�86-3102 

流作 �+y$ｩ�ﾉy姥b�86-3300 

排水機 伜)gｹ���86-2286 

片巻 �ｩnﾈﾄﾒ�86-2091 

和銅谷 估伜(ﾏr�86葛2950 

しらさぎ台 ��ﾉi8ｾ�r�86-2247 

下加納 ��ﾈ�9[ﾒ�86-3359 

上金江津 �+y$ｩ�ﾈ�&｢�86-3846 

中金江津 ��)nﾈｶ�ﾒ�86-2689 

下金江津 ��)nﾈﾕr�86-2661 

平川 �,ｹgｸ佐ﾒ�86-3600 

十三問戸 �69(xﾔｹu��86-3458 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
｡



男子走り幅跳びより

町内小撃破陸士誌録合
5月14日へ　町内の小学校による陸上記録会が､水と緑のふ

れあい公園グランドを会場に行われました｡

記録会には,町内4小学校の5 i 6年生が選手として出場

し, 50m走,走り幅跳びへ　400mリレ-など男女別にそれぞ

れ8種目にわたって記録に挑戦しました｡

今年の記録会では,男子100m (5年生)､女子100m (6

年生),女子走り幅跳び(6年生)で新たに記録が生まれま

した｡

各種目の上位入賞者は下表のとおりです｡

小学校陸上記録会記録表　　　　　　敬称略

性 別 偃ﾙm｢�学 年 ��犬��2位 �3位 剔蜑�L録 

校 亢ﾉ��氏名 俔｢�氏名 俔｢�氏名 僖��記録 

男 子 鉄�ﾒ�5 ��b�8秒36 伜)nﾉ{ｨ樞�生 ��ﾉ�ｨﾅｹ6��長 �69(xﾉ)�ﾂ�S51.H2 土V#��

6 �+r�7秒82 俶ﾈﾈ鞜�?ｩ�(譴�顕 冦��ｩ<H譴�生 ��Y,8ﾊｩ�ﾂ�S51 土V#"�

80mH 迭�生 ��YV#�2�荒井拓弥 ��b�石井貴之 仞��岡部託也 �3c"舮�2�15秒1 
6 ��b�15秒10 做亥(ｭ�zﾂ�長 兀�鯖J���生 俘)nﾉt9���SOS ��9V#R�

loom 迭�源 ��YV#ヲ�島田勇気 侏��上符一也 ��b�高松亮介 佑ﾓB�15秒89 
6 ��b�15秒87 做亥(ﾕrﾒ�生 冢ﾈﾏｸﾆ:2�長 亊hﾚｨｫ�{"�H13 ��IV#��

走り 高跳び 迭�源 ��ﾓ�b�島田勇気 ��b�川上将司 �+r�菊池浩司 �3S��1m34 

6 侏��1m22 俥(ｪｮ<I���源 �')68ﾋ8ｵ��生 ��ﾉ8x楨$��lil ��ﾓC��

走り 幅跳び 迭�生 �6ﾓSB�石井貴之 �+r�小吏幸平 ��b�坂巻遥 �3S��3m99 

6 侏��3m86 �68ﾏｹtX��生 儁�8xﾅｹEb�生 做亥)=�Zb�S51 擢ﾓSR�

ボ-ルスロ- 剞ｶ 鉄6ﾓ�r�川村啓登 �+r�四月朔日崇史 仞��保科雄鳥 免釘�62m49 

1000m走 剪ｷ �9Z｣CyV#途�関根寛隆 侏��萩原亮 ��b�石井徹 �3S��3分09秒4 

400m リレ- 迭�源 ��Z｣�鰻#c��植松克成･上符｣也･島田勇気･野元隆彬(1位) 劔�3S��I分01秒0 

6 ��b�1分03秒24 做亥(ﾕz*X��(ｴﾙ�JYM�8xﾅｹEjXﾘ)nﾉt9�窿�犬��劔 鉄儼#R�

女 i 子 鉄�ﾒ�5 ��b�8秒48 傴ﾈ鯖kｹy愛r�源 傅ﾉy冰"�金 儁�8xﾆ)yﾒ�S54 悼V#��

6 �+r�7秒95 亶ｹgｹx假YOﾂ�金 估伜)Oﾈ��金 傅ﾈ鉑��=餔ﾂ�SOS 土V#��

80mH 迭�長 ��yV#モ�古田島成美 �+r�小吏雅賄花 仞��石津業里奈 �3c"�15秒1 
6 �+r�15秒40 �:�ﾞ碓ﾈｴ倡��源 ��ﾉ8����B�金 ��)nﾈ脂Oﾂ�SOS ��IV#"�

L二o--o-:- 高跳び 迭�金 ��iV#Cr�高橋梓未 仞��石橋奈洋美 �+r�大古明梨 買�2�15秒2 
6 仞��14秒86 俤y$ｨ懐Oﾂ�源 ��9nﾈｾ碓ﾂ�生 ��YnﾉOﾈｴ��∴i旧 ��IV#ッ�

5 �+r�1mO7 ��Xｶyk騫ﾂ�金 ��ｸ��~h���生 ����i�y���1m15 

6 侏��1m18 估伜)��寂�長 俤i:�h9nﾘ���金 儻�ｩjﾘ���S511m27i 

走り 幅跳び 迭�源 �6ﾓ�r�小吏由 仞��中川明日華 ��b�小西彩夏 薄ﾂsB�3m60i 

6 ��b�3m92 ��YnﾉOﾈｴ��遮.. 生 ��9nﾈｾ碓ﾂ�金 ��:�恢��冊子 �6ﾓ�"�

ボ葛ルスロ- 剏ｹ �3Vﾔ��桑名千尋 剪㍽R優圭 ��b�永渕由佳 �3c8將�｣5m二15 

800m走 剞ｶ �9Z｣�鰻#途�田中瑞姫 ��R�杉山可奈 侏��青森恵理奈 �3T��2分51秒2 

400m リレ- 迭�糠 ��Z｣�儼#cR�池田みなみ･小吏由･篠田熊美･富山尚美(1位) 劔�3S��1分05秒2 

6 仞��1分04秒59 俤y$ｨ懐OﾊXﾟx鯖z(ﾜｪXﾄ伜)Oﾈ�Y�)nﾈ脂Oﾂ��犬��劔S51 ��Z｣��V#R�

7 Eは側睦竜照るくする疎意場醐
この運動は､ ｢ふれあいと対話が築く明るい社会｣をテ-マに犯罪や非行

のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です｡
一人一人が､眠るい社会の捏い手です｡

河内町社会を睨るくする運動実施委員会
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-まちの美観のため書こ-
まちの中には､さまざまな情報を提供してくれる広告物がたくさんあります｡

恵まれた自然を守り､町の美観を守るためにへ　屋外広告物を掲出するときには,必ず許

可を受けましょう｡

◎屋外広告物とは･ i

屋外で常時又は-定の期間継続して公衆に表示される広告物で,立看板､はり紙､はり

札､広告塔､広告板､建物その他の工作物等に掘出されたものなどです｡

◎快適で住みよいまちづくりのために･ ･

｢まちの美観の維持｣と｢公衆に対する危害防止｣の面から､屋外広告物について設置場

所や大きさなどを県条例で規制しています｡

禁　止　物　件

次のような物件には　原則として広告物を表示することが出来ません｡

●電柱､街灯柱(はり紙へ　はり札､立看板など)

●街路樹へ　信号機.道路標識へ　ガ-ドレール

●橋､トンネル､歩道橋へ　道路の分離帯

●その他

屯柱道路標識　　歩道棚　　　街路樹　　　　　　　　歩道傑

禁　止　広　告

次に掲げる広告物は､どんな場所にも表示･設置することが出来ません｡

●著しく汚れたり､色があせたりへ　塗装のはがれたもの

●著しく破損したり,老朽化したもの

●倒壊したりへ　落下するおそれのあるもの

●信号機や道路標識等に似たもの､その効果を妨げるおそれのあるもの

●道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの

◎広告業者の方へ･ ･ ･

屋外広告業を営まれる方は　届出が必要です｡

また､営業所ごとに､知事が行う講習会の受講者等を置いて下さい｡

[
‖
u
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みんなで考えよう市町村合併①
-市町村数の変遷と現存の合併の動き-

市町村数 1,000 900 800 700 600 5叩 400 300 200 100 0 ���侈y>��9*ﾉ�ｩ�H,ﾉ�H困�"��3r�3sb�

H 同 狽��2�H 13 狽��2�H 13 狽�ﾆﾂ�B���H 7 9/1 狽�r�H 6 狽�R�H 4 ｣= 狽�B�2�2�H 3 狽�2�H 3 狽�2�H 3 狽�2�H 3 �2�c2�S 63 �2�c"�S 62 �2�c"�∠ゝ 併 年 

11115 迭��(= 綿ﾋ靂2�1/1 剴汀��ll/1 偖ﾆﾂ��5/1 倡���2/I �"���2/1 �"���2/i �2��十jl 免ﾂ�3��ll/I 釘��月 日 

大 ¥ �+2�ﾂ�潮 ��ﾂ�猿 們"�あ き 俾ﾒ�'R�ひ 儁��盛 ��R�浜 ¥ 冉ｲ��2� �� ��仙 :ふヽ ��R�｢(爾�つ �,"�仙 ⊥ヽ �:��ｻB�薪 

飴 渡 市 �+R�+ﾒ�-ﾂ��2�来 市 �8ﾂ�ｹ���2�潟 市 伜"��2�る 野 市 �����2�た ち な か 市 �62��2�同 市 侘ｲ��2�松 市 倡2�市 倡2�市 倡2�市 倡2�く ぼ 市 �*ﾒ�-｢��2�口 市 ��｢�市 町 村 名 
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う
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な
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す
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こ
と
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多
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と
思
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融
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全
国
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ほ
と
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治
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大
合
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｣
､
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合
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｣
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住
民
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な
ど
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時
代
の
要
請
に
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て
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡



現在､児童手当等を受給している方は児童手当の｢現況届｣を提出してください｡

この届は.毎年6月1日時点における状況を記載し,児童手当等を引き続き受ける要件があるかど

うかを確認するためのものです｡

この届の提出がない場合は､ 6月分以降の手当が受けられなくなりますので､ご注意ください｡

●現況届に必要なもの

①児童手当現況届(用紙は6月中旬に受給者へ直接送付します｡ )

②受給者が被用者(サラリ-マン等)である場合⇒年金加入証明書

(①受給者が平成1十年1月2日以降に河内町へ転入された場合⇒平成1 1年度児童手当用所得証明書

④その他､必要に応じて提出する書類があります｡

●提出期限: 6月末日　※年金加入証明韓がすくに発行されか場合は先に｢児童手当現況屈｣を期日までに臆出してください｡

二抱壷手当制麿のど寮内!-
¥ i

現在へ　児童手当を受けていない方も受給できる場合がありますので､新たに対象になると思われる

方は､役場住民課まで申請手続きを行ってください｡

※1　申請結果は平成14年度住民税の賦課決定後(6月中旬以降)に該当,非該当の両者とも個別通知をしま

すのでご了承下さい｡

◆支給対象:平成8年4月2日以降に生まれた児童を養育している方

◆手当月額:第1子･第2子は1人につき月額5.000円

第3子以降はl人につき月額10.000円

◆支給時期:毎年, 2月･6月･ 10月に振込

◆平成14年度児童手当所得制限限度額(平成13年中の所得)

扶養親族 �倬�;h詹9b�特例給付 

などの人数 憧異�j�霎���?ﾈ�"��(厚生年金などの加入者) 

0人 �2ﾃ���ﾃ����竰�4,600,000(円) 

1人 �2�3��ﾃ����4,980,000 

2人 �2縱s�ﾃ����5,360,000 

3人 釘ﾃ�S�ﾃ����5,740,000 

4人 釘ﾃS3�ﾃ����6,120,000 

5人 釘ﾃ���ﾃ����6,500,000 

届親臨当季壷抱
｢
‖
ロ
ーラよしまきし絶指盤Jすれ忘



総合健康診査
町では,種々の健診を同時に行う総合健康診杏を実施しま

す｡ご自身の健康管理の為にへ　受診下さるようお知らせいた

します｡下記日程の都合の良い日にお申し込みくださ

検診日程 ��ｨ��受付時間 劍ﾙ�.�R��xﾇﾙ&霎b�

7月29日(月) 兢ｸﾉ(5ｨ985簫�午前7 ���ﾓr�30 都�kﾂ�長竿地区 金江津地区 (1)i難:撲譜善 8 ���-c��30 �8����9?�?�%X��

9 ���-c��30 几��kﾂ�

7月30日(火) �,(,(-ﾘ檍ｭ��午前7 ��ｸ�ｸ-cr�30｣70名 刹熏]津地区 (1)を除く地区 i 8 ��ｸ�ｸ-c��30 都�kﾂ�

9 ���-c��30 都�kﾂ�

7月31日(水) ��c)Zｨｭ��浦�85ｨ985籀,h,�,ﾂ�午前7 ���-cr�30 都�kﾂ�〇〇〇､書 生板地区 8 ���-c��30 都�_ 

9 ���-c��30 都�kﾂ�

8月1日(木) 从ﾉ�ﾈｺI:�駅�郢�ﾒ�音午前7 ���-cr�30 都�kﾂ�8 ���-c��30 都�kﾃｨﾋ��I69&霎b�

9 ���-c��30 都�kﾆﾂ�

2.検査内容
検査項目 ����ｶﾂ�検査内容 

i(D結核検診 ��hﾜ闌��2�l胸部レントゲン検査 

(∋肺がん検診 �鼎�ﾜ闌��2�i〃(必要な方に喀痍検査) 

③基本健康診査 偖ﾃ緯闌��2�身体計測へ尿検査､血圧測定､眼底検査､心電図､血液検査(肝 
能･腎機能･貧血･血糖･コレステロ-ル･中性脂肪) 

④前立腺がん検診 鉄�-ccXﾜ��血液検査(男性の希望者のみ) 

⑤胃がん検診 鼎�ﾜ闌��2�胃レントゲン検査曇 

雪⑥大腸がん検診 鼎�ﾜ闌��2�便潜血検査(事前に容器を送りますので当日持参して下さい｡) 

※　血液検査に肝炎ウイルス節目検診が追加されます｡

c型肝炎等緊急総合対策の-環として､平成14年度から5年間､ 40歳･ 45歳" 50歳･ 55歳･

6〇歳･ 6 5歳及び70歳の方を対象に,血液検査の項目に肝炎ウイルス(C型､ B型)検査を加えて

実施することになりました｡さらに､ ｢大きな外科的処置を受けたことのある者や妊娠･分娩の時に多

量に出血したことのある者であって､定期的に肝機能検査を受けていない者｣に対しても節目外の対象

となりますので申し出てください｡

肝炎由来の肝がんを予防することを目的としています｡

3.申込み方法
7月19日(金)までに保健センタ-に電話でお申込み下さい｡

その際､地区､住所､電話番号､検診内容､送迎の有無等を伺います｡

※前立腺がん検診は､料金が2, 00〇円かかります｡

※嗜癖検査をされる方は.容器代として300円かかります｡

※集団健診ですので例年どおり､多少時間がかかりますのでご了承願います｡
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県
市
川

ー
市
立
菅
野
小
学
校
の
5
･
6
年
生

の
生
徒
2
 
0
名
と
先
生
が
今
年
も
参

一
加
し
て
く
れ
ま
し
た
｡

i
　
ま
た
･
校
庭
に
田
ん
ぼ
を
つ
く

一
る
と
い
う
こ
と
で
､
当
日
の
苗
を

~
持
ち
帰
り
ま
し
た
｡

○

-

-

_

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

_

-

-

-

-

-



陣のできZ.と
ーおかげ様で3周年-

｢直販センタ-ふるさとかわち｣

†朝市､フリ-マ-ケツトも大盛況

E-i-声= ｡

あIJがとう

どさいました!

-∴-.モノ-こ願

5
月
_
 
8
日
･
_
 
9
日
の
2
日
間
､

直
販
セ
ン
タ
ー
　
｢
ふ
る
さ
と
か
わ

ち
｣
　
で
は
､
オ
-
プ
ン
3
周
年
を

記
念
し
て
大
感
謝
セ
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
｡

セ
ー
ル
の
開
催
と
な
っ
た
両
日

は
､
お
客
様
先
着
5
0
0
名
様
へ

の
花
の
苗
･
野
菜
の
苗
な
ど
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
｡

特
売
品
も
生
産
者
直
送
の
新
鮮

野
菜
を
は
じ
め
､
ス
イ
カ
･
メ
ロ

ン
等
の
お
買
い
得
品
な
ど
盛
り
だ

幸
司
潤
周
喜
題

く
さ
ん
で
､
オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ

朝
早
く
か
ら
駐
車
場
は
い
っ
ぱ
い

と
な
り
､
連
日
､
多
く
の
お
客
様

で
賑
わ
い
ま
し
た
｡

お
客
様
来
店
の
時
間
帯
に
よ
っ

て
は
､
店
内
で
レ
ジ
を
待
つ
長
蛇

の
列
が
出
来
る
程
で
し
た
｡

特
に
､
_
 
9
日
は
晴
天
に
も
恵
ま

れ
朝
市
､
フ
リ
ー
マ
-
ケ
ツ
ト
も

同
時
開
催
と
な
り
大
変
な
賑
わ
い

で
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
｡

第
3
 
2
回
地
域
身
体
障
害
害
ス
ポ
-
ツ
大
会
開
催

5
月
‖
日
､
身
体
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目
的
に
､

第
3
2
回
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
､

龍
ヶ
崎
市
･
取
手
市
･
牛
久
市
･

守
谷
市
･
江
戸
崎
町
･
新
利
根
町
･

桜
川
村
･
東
町
･
藤
代
町
･
利
根

町
･
河
内
町
の
‖
市
町
村
に
よ
り
､

河
内
町
農
業
者
ト
レ
-
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
-
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡
当
日
は
､
パ
ン
食
い
競
走
や

市
町
村
対
抗
の
玉
入
れ
な
ど
で
汗

を
流
し
､
地
域
住
民
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
｡

国
道
4
0
8
号
で
空
き
缶
や
ゴ
ミ
の
回
収

5
月
2
 
8
日
､
町
職
員
が
国
道
4

o
8
号
　
(
堂
前
橋
-
長
豊
橋
ま
で

(
!
l
　
　
の
区
間
)
　
の
沿
道
で
空
き
缶
や
ゴ

ミ
の
回
収
を
実
施
し
ま
し
た
｡

当
町
で
は
､
｢
関
東
地
方
環
境

美
化
行
動
の
日
｣
統
一
キ
ャ
ン
ぺ
-

ン
の
一
環
と
し
て
､
昨
年
に
続
き

空
き
缶
や
ゴ
ミ
の
回
収
を
実
施
し

た
も
の
で
､
当
日
は
約
2
時
間
で

2
2
0
嶋
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
等
が
集
ま

り
ま
し
た
｡
日
頃
か
ら
､
一
人
一

人
の
心
が
け
で
き
れ
い
な
住
環
境

づ
く
り
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
｡



みんなの

お知らせ

6月の納税

◇町　県　民　税1期◇

◇国民健康保険税　2期◇

◇介　護　保　険　料　2期◇

徴収日は7月1日です｡

密お前吊S 兢ｸﾉ(5ｨ985��ｸtﾓCCッ�
学校教育課⑭3322 

役場⑭2111 FAX⑭435了 

誤芸嵩⑭2843 
水道課⑭2361給食センタ-⑭2845 

つつみ会館⑯3了40福祉センタ-⑭3699 

テーマ『心の生涯教育』　田日時　7月11日(木)午後6時一7時　園問合せ先　密87~3561

講　師　池田　修民　国場所　新利根町中山3912 (株)オクド　　　　　　鈴木まで
｢2

生
活

行
政
書
士
許
認
可
手
続

無
料
相
談
所
開
設

許
認
可
手
続
き
そ
の
他
諸
行
政

の
手
続
き
に
つ
い
て
無
料
相
談
会

を
実
施
い
た
し
ま
す
｡

日
時
　
7
月
7
日
　
(
日
)

午
前
1
0
時
-
午
後
3
持

し
会
場
　
中
央
公
民
館
(
農
事
研

究
室
)

｢
　
相
談
内
容

･
相
続
､
遺
言
に
関
す
る
こ
と
｡

･
許
認
可
手
続
　
(
建
設
業
､
農
地

転
用
､
開
発
行
為
､
風
俗
営
業
そ

の
他
)
　
に
関
す
る
こ
と
｡

･
法
人
　
(
会
社
等
)
　
の
設
立
､
変

更
に
関
す
る
こ
と
｡

･
自
動
車
に
関
す
る
こ
と
｡

･
権
利
義
務
事
実
証
明
に
関
す
る

こ
と
｡

･
そ
の
他
｡

｢
問
合
せ
先
　
行
政
書
士
会

Ⅲ

o

2

9

-

5

0

-

3

7

3

-

裁
判
所
事
務
官
Ⅲ
種
試
験

｢
受
付
期
間

6
月
2
7
白
く
7
月
5
日

工
受
験
資
格

昭
和
5
6
年
4
月
2
白
く
昭
和
o
O

年
4
月
〇
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

十
第
-
次
試
験
日
･
試
験
種
目

･
試
験
日
　
9
月
_
 
5
日
　
(
日
)

･
試
験
種
目
　
教
養
､
適
性
試
験

(
択
一
式
)
､
作
文

｣
第
2
次
試
験
日
,
試
験
種
目

･
試
験
日
　
1
0
月
上
旬
-
下
旬

･
試
験
種
目
　
口
述
試
験
　
(
面
接

式
)｣
問
合
せ
先

水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
人
事
第
1
係

皿

o

2

9

･

2

-

-

O

O

l

l

(
内
線
3
4
-
4
)

h
u
p
:
/
/
w
壬
¥
,
.
c
o
u
r
t
s
.
g
o
.
j
p
/

調
理
師
試
験
､
製
菓
衛
生
師

試
態
の
実
施

茨
城
県
で
は
次
の
と
お
り
調
理

師
試
験
､
製
菓
衛
生
師
試
験
を
実

施
し
ま
す
｡

○
調
理
師
試
験

工
願
書
の
受
付
日
及
び
場
所

･
日
時
　
7
月
2
9
日
　
(
月
)
　
と
3
0

日
　
(
火
)
　
の
2
日
間
午
前
9
時
-

正
午
ま
で
及
び
午
後
1
時
-
午
後

4
時
3
0
分
ま
で

･
受
付
場
所
　
県
内
各
保
健
所

一
己
試
験
日
時

･
試
験
日
　
9
月
2
9
日
　
(
日
)

･
試
験
時
間

午
前
1
 
0
暗
く
午
後
o
時
3
0
分

○
製
菓
衛
生
師
試
験

日
願
書
の
受
付
日
及
び
場
所

･
日
時
　
8
月
2
6
日
　
(
月
)
　
午
前

9
時
-
正
午
ま
で
及
び
午
後
1
時

-
午
後
4
時
o
O
分
ま
で

･
受
付
場
所
　
茨
城
県
庁
行
政
棟

‖
階
共
用
会
議
室
-
-
o
7

田
試
験
日
時

･
試
験
日
　
9
月
2
9
日
　
(
日
)

･
試
験
時
間

午
前
9
時
3
0
分
-
午
後
o
時
3
0
分

困
問
合
せ
先

竜
ヶ
崎
保
健
所
又
は
県
内
最
寄

り
の
保
健
所
ま
で

-
竜
ヶ
崎
保
健
所
同

軸
6
2
-
2
-
6
3

高
齢
者
職
業
相
談
室
移
転
の

あ
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竜
ヶ
崎
　
(
竜
ヶ

崎
公
共
職
業
安
定
所
)
　
で
は
､
5
5

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
職
業

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

が
､
7
日
工
日
よ
り
当
該
　
｢
高
年

齢
者
職
業
相
談
窓
口
｣
　
が
左
記
に

移
転
し
ま
す
｡

田
移
転
先

龍
ヶ
崎
市
馴
馬
町
3
2
0
2

龍
ヶ
崎
市
役
所
第
2
庁
舎
内

Ⅲ
6
4
-
9
9
9
0

募
集

夏
休
み
実
験
室

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
-
取

手
分
室
で
は
､
小
中
学
生
を
対
象

に
　
｢
夏
休
み
実
験
室
｣
　
を
開
催
し

ま
す
｡

圏
日
時
　
7
月
2
3
日
･
2
9
日

午
後
-
時
3
0
分
-
午
後
3
時



心配ごと梱談所
i 7月1日唱)午前10時へ正午

会　　　場公民館第2分館

･ 7月15日旧)午前10時一午後3時

会　　　場　つつみ会館

¥問合せ先　社会福祉協議会

合84-2830

iiiilii休　日　診　療剛

当　　番　　医

ぐ江戸崎地区

【7月】

7目　角崎7t)ニック　0297-87-6030

14日　和　田　医　院0298-94-2412

20日　矢野整形外科医院0298-92-2127

21日　韓　村　医　院0298-94-2719

28日　竹　尾　医　院0297-86-2436

ヾ龍ヶ崎地区

*上段が内科､下段が外科です｡

【7月】

7日　野上小児科医院　　　65-3375

いしかめ7リニック　　　62-0378

14日　う　ちだ医院　　餌-8821

竜ヶ崎医院　　　62-0550

20日　鴻巣クリニック　　　61-0151

秋本脳神経外科　　64〇線11

21日　さくら7IJニック　　　65-1211

斎藤クリニック

28白　山　村　医　院

青　木　医　院　　　64-3131

*診療を受ける際は,必ず電話で
確かめてください｡

只今,河内町フォトクラブでは写真に興味

のある方を募集しています｡

これから写真をはじめようという方もお気

軽にどうぞI

問合せ先　川俣　具也　Z±86-2247

囚
容

0
2
3
日
　
(
火
)
　
お
や
つ
の
味
い
ろ

い
ろ
･
ジ
ユ
-
ス
な
ど
の
糖
分
と
お
や

つ
の
着
色
料
テ
ス
ト

･
表
示
の
見
方
､
添
加
物
の
お
話

0
2
9
日
　
(
月
)
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

素
材
を
さ
ぐ
ろ
う
-

･
身
の
回
り
に
あ
る
､
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
材
質
調
べ

･
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
考
え

よ
う会
場
　
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
-
取
手
分
室

取
手
市
白
山
-
-
2
-
2
5

定
員
　
各
講
座
5
0
人

参
加
費
　
無
料

持
参
品

7
月
2
3
日
　
(
飲
み
物
や
お
や
つ
)

7
月
2
9
日
　
(
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
)

申
込
方
法
　
電
話
申
込

用

0

2

9

了

-

7

3

-

2

6

9

2

-

i
|
<
l
:
f

了
月
1
日
㈲
-
_
 
8
日
㈱

(
土
日
曜
除
く
)

県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス

参
加
者
募
集

県
で
は
､
県
が
実
施
し
て
い
る

事
業
に
､
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を

い
た
だ
く
た
め
､
県
民
の
皆
さ
ま

を
県
の
施
設
等
に
ご
案
内
す
る

｢
県
政
ふ
れ
あ
い
パ
ス
｣
　
を
実
施

し
て
い
ま
す
｡
今
年
度
は
全
1
 
5
コ
ー

ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
､
是

非
､
ご
参
加
く
だ
さ
い
｡

参
加
埴
　
無
料

(
昼
食
は
各
自
持
参
)

参
加
資
格

･
一
般
コ
ー
ス
二
_
 
5
歳
以
上
の
県

内
居
住
者
　
(
中
学
生
及
び
県
職
員

は
除
く
)

･
親
子
コ
-
ス
‥
県
内
に
居
住
す

る
小
中
学
生
と
保
護
者

･
高
校
生
コ
-
ス
‥
県
内
に
居
住

す
る
高
校
生

応
墓
方
法

往
復
は
が
き
に
所
定
事
項
を
記

入
の
う
え
､
各
地
方
総
合
事
務
所

県
民
生
活
課
あ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
｡
な
お
､
応
募
者
多
数
の
場
合

は
､
抽
選
に
て
参
加
者
を
決
定
し

ま
す
｡応
募
･
問
合
せ
先

県
南
地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活
課

Ⅲ

o

2

9

8

-

2

2

-

8

5

1

1

(
内
線
3
-
2
)

竜
ヶ
崎
地
区
表
彰
募
集

財
団
法
人
竜
ヶ
崎
地
区
交
通
安

全
協
会
で
は
竜
ヶ
崎
警
察
署
長
と

竜
ヶ
崎
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の

連
名
で
､
平
成
_
 
4
年
度
の
竜
ヶ
崎

地
区
優
良
運
転
者
を
表
彰
い
た
し

ま
す
の
で
､
次
に
よ
り
お
申
込
み

下
さ
い
｡

談
当
者

･
竜
ヶ
崎
地
区
交
通
安
全
協
会
の

会
員
で
あ
る
こ
と

･
自
動
車
運
転
免
許
証
を
取
得
し

て
1
 
0
年
以
上
の
運
転
経
験
が
あ
る

こ
と
｡

･
5
年
以
上
無
事
故
無
違
反
で
あ

る
こ
と

･
今
ま
で
に
表
彰
を
受
け
て
い
な

い
方中
込
期
限
　
8
月
_
 
0
日

申
込
･
問
合
せ
冗

竜
ヶ
崎
市
光
順
田
2
5
0
5

竜
ヶ
崎
警
察
署
内
竜
ヶ
崎
地
区
交

通
安
全
協
会
事
務
局

Ⅲ
6
2
-
6
2
3
5

か

　

弱

鑓

　

g

糾
　
吼



も+

吉野　　萌ちゃん飯島　綾香ちゃん　　高橋　勇汰くん

探偵　　　　　　パ-マやさん　　　白バイに乗るおまわりさん　　クツ千〇やさん

篠田　彩可ちゃん

おかしレストランやさん

心因圏

､一書嘗全案ト二三二三三　　　　　　▲賀｣
えくらしの

大野　僅太くん　　岩垢　寅綾ちゃん　　青野　宏嘩くん　　江口　詩乃ちゃん　藤ケ崎　拓磨くん

車の修理やさん　　　ケ-手やさん　　　　剣道の先生　　　　ケ-手やさん　　　　電機やさん

俳

　

句

　

が

わ

ち

俳

句

会

純
白
の
ド
レ
ス
薫
汝
記
念
の
日

大

白
魚
や
女
の
喉
を
と
お
り
け
り

杉

白
魚
の
透
く
だ
け
透
い
て
勤
か
さ
る大

十
浮
川
の
透
き
て
八
十
八
夜
か
な
大

富
皇
常
場
に
壇
の
乳
房
や
は
ら
か
し

逃
水
を
追
ふ
て
大
師
の
列
に
遭
ふ

石
塚

貧
し
て
も
こ
こ
ろ
の
鳴
る
る
柿
若
菜中

諷
親
と
老
樹
に
満
つ
る
若
葉
か
な
田

柄
若
菜
嫁
い
で
と
も
に
半
世
紀

橋

逃
水
と
娘
に
教
え
を
り
指
の
先

田

何
処
の
田
も
補
桂
は
埠
は
か
り
な
り根

野
　
志
げ
子

原

　

利

　

代

塚

一

重

閑

　

さ

　

と

口

　

ふ

　

く

た
か
よ
し

山

　

千

　

代

中

　

日

　

茅

爪

　

か

　

ん

沼

　

和

　

子

本
　
た
け
し

遇
き
し
日
の
惜
春
の
惰
止
と
ま
ら
ず吉

津
軽
疎
や
雪
ま
た
残
る
岩
木
山

津

逃
水
の
追
ふ
て
行
く
先
鹿
島
灘

若

輩
-
も
の
を
買
ひ
足
す
八
十
八
夜
か
な
田

チ
ュ
ー
リ
ノ
ブ
旧
家
の
庭
を
彩
と
れ
-
飯

両
こ
と
に
土
且
采
若
菜
の
あ
さ
や
か
に大

白
魚
や
網
日
枝
榛
の
皿
に
乗
り

遠

　

藤

旋
帰
り
白
魚
み
や
げ
に
酷
-
け
り
瀬

　

野

夕
幕
に
二
羽
の
鴫
ゆ
-
西
の
空

斧

　

崎

ほ
ろ
と
蓉
ち
ほ
ろ
と
転
へ
り
桐
の
花飯
塚

饉

　

歌

　

が

わ

も

矯

歌

会

時
か
け
て
一
字
を
拾
ふ
広
辞
苑
励
ま
す
丸
く
そ
そ
ぐ
春
の
陽

発
想
の
乏
し
き
故
に
心
詠
め
す
漢
語
で
偽
る
締
念
の
蕪
*
比

登
校
の
子
等
の
挨
拶
背
に
受
け
て
犬
連
れ
五
月
晴
れ
の
田
園

ヘ
ル
ハ
ー
の
脊
椎
は
も
て
と
我
が
身
先
脳
梗
塞
に
な
る
身
あ
わ
れ

新
し
い
大
洞
院
が
建
ち
に
け
り
人
と
一
二
?
了
字
を
思
わ
せ
る
屋
根

柊
の
日
の
近
き
を
覚
り
S
た
す
ら
に
物
音
き
し
と
ふ
俳
論
の
師
は

苗

　

木

　

　

　

保

山

　

口

　

か

げ

郎

(
生
板
)
　
山
　
田
　
マ
サ
エ

斧
　
崎
　
キ
ヨ
子

青

　

野

　

清

　

一

久

　

松

　

浩

　

洋



町の歴史
あれこれ⑪

町史編さん嘱託員　鈴木　久

明治･大正･昭和と70年

書き継いだ江口家の
農事記録

江
口
家
の
　
｢
耕
転
変
選
年
表
｣

金
江
津
の
江
口
典
男
さ
ん
か
ら

お
借
り
し
た
資
料
の
中
に
　
｢
明
治
･

大
正
･
昭
和
耕
転
変
選
年
表
｣
　
と

い
う
､
B
5
判
･
和
紙
袋
綴
八
十

頁
の
冊
子
が
あ
り
ま
す
｡
内
容
は

明
治
元
年
か
ら
昭
和
十
二
年
ま
で

の
七
十
年
間
､
欠
か
さ
ず
年
間
の

気
象
･
作
柄
･
米
相
場
･
繭
相
場

な
ど
を
丹
念
に
書
き
綴
っ
た
農
事

年
報
で
す
｡

｢
借
言
｣
　
(
序
)
　
に
次
の
よ
う

な
格
調
高
い
文
章
が
あ
り
ま
す
｡

｢
夫
レ
農
ハ
国
ノ
大
基
ナ
リ
｡
神

農
世
二
顕
ハ
レ
テ
万
物
育
ス
｣
　
に

(

始
ま
り
､
｢
太
陽
暦
ノ
毎
年
若
ナ

キ
ハ
｣
　
と
暦
法
を
論
じ
､
さ
ら
に

世
界
各
国
の
農
法
の
違
い
に
ま
で

及
ん
で
い
ま
す
｡
欧
米
の
　
｢
機
器

的
農
業
｣
　
に
対
し
て
我
が
国
は

｢
鍬
,
鋤
ヲ
携
ヒ
自
力
農
業
｣
　
で

あ
る
と
し
､
欧
米
の
そ
れ
は
　
｢
大

農
家
二
シ
テ
数
百
ノ
面
積
町
分
ヲ

耕
作
シ
､
我
カ
国
ノ
農
家
ハ
一
家

.
業
ナ
レ
ハ
小
町
分
ノ
耕
短
ナ
リ
｣

と
彼
我
対
比
し
た
上
で
､
我
が
国

将
来
の
農
業
の
方
向
と
し
て
　
｢
農

商
務
省
ノ
規
定
二
目
従
シ
テ
､
.

日
モ
早
ク
改
良
､
農
事
進
行
ヲ
得

テ
一
身
ヲ
保
チ
ー
家
ヲ
護
り
､
以

テ
国
下
二
幾
分
ノ
報
ヒ
ヲ
成
ン
｣

と
記
し
て
い
ま
す
｡

治明

維
新
を
迎
え
心
新
た
に
農
業
に

励
も
う
と
す
る
筆
者
の
気
概
が
読

み
取
れ
ま
す
｡
地
方
に
あ
っ
て
こ

れ
だ
け
綿
密
な
農
事
記
録
は
全
国

で
も
稀
な
こ
と
で
し
ょ
う
｡

記
録
の
中
か
ら

記
録
は
膨
大
で
す
か
ら
､
そ
の

ほ
ん
の
一
部
を
紹
介
し
､
そ
の
貴

重
さ
を
分
か
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
｡

○
明
治
元
･
二
年
　
｢
大
凶
作
､

五
穀
不
熟
ス
｡
村
内
ノ
男
子
五
分

通
り
地
積
ス
｣
　
｢
弐
年
ノ
旧
四
月

中
旬
村
内
暴
党
発
蜂
シ
強
談
ヲ
以

テ
良
民
家
二
群
集
ヲ
ナ
シ
､
金
銭
･

米
穀
ヲ
取
り
三
鷹
ク
ノ
外
ナ
キ
ナ

リ
｣
　
｢
物
価
ノ
儀
ハ
玄
米
壱
駄
四

円
五
拾
銭
ヨ
リ
五
円
以
下
ノ
相
場

ナ
リ
｣

○
明
治
四
十
五
年
十
月
限
改
元
大

正
元
年
十
一
月
始
メ
　
｢
春
ハ
湿
気

甚
夕
敷
･
･
正
月
二
桃
花
開
ク
｣

｢
海
鰯
ノ
大
漁
ア
リ
､
干
鰯
一
円

五
十
銭
下
等
､
極
上
等
物
弐
円
八

十
銭
位
､
白
米
相
場
一
升
弐
十
二

銭
位
｣
　
｢
日
雇
入
金
四
十
銭
､
大

工
四
十
五
銭
｣

○
昭
和
十
二
年
　
(
最
後
の
記
事
)

｢
寒
気
弱
ク
池
沼
モ
氷
ヲ
見
ル
事

少
ナ
リ
｣
　
｢
早
稲
虫
害
ア
リ
､
中

種
､
晩
種
損
害
甚
夕
敷
｣
　
｢
昨
年

ノ
収
穫
ヨ
リ
半
作
ナ
リ
｣
　
｢
農
林

早
種
八
四
斗
入
壱
俵
一
円
五
拾
銭

ノ
売
買
ア
リ
｣

記
録
者
江
口
伊
八
と
千
代
松

こ
の
度
事
記
録
は
ど
ん
な
人
物

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
し
ょ

う
か
｡
先
日
､
櫻
井
信
､
鈴
木
一

両
氏
の
案
内
で
江
口
典
男
氏
宅
を

訪
問
し
ま
し
た
｡
母
親
の
き
み
さ

ん
と
本
家
の
和
子
さ
ん
に
も
来
て

い
た
だ
き
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
｡

語
録
が
昭
和
十
二
年
で
終
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
､
そ
の
三
年
後

に
八
十
.
歳
で
亡
く
な
っ
た
千
代

松
さ
ん
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

/

¥

り

ト

二

し

す
｡
繰
出
位
牌
に
は
　
｢
幼
二
シ
テ

父
ヲ
ウ
シ
ナ
イ
母
親
卜
家
業
二
従

事
ス
｡
性
温
順
､
農
二
精
励
､
物

事
二
丹
念
､
記
憶
ヨ
ク
､
人
二
接

シ
テ
ヨ
ク
､
青
年
時
代
ヨ
リ
盆
栽

ヲ
好
ミ
子
供
ヲ
愛
ス
｣
　
と
書
か
れ

て
あ
り
ま
し
た
｡
ま
さ
し
く
記
録

者
は
こ
の
千
代
松
翁
で
す
｡

と
こ
ろ
が
こ
の
記
録
の
書
き
始

め
の
明
治
元
年
に
は
千
代
松
さ
ん

は
八
歳
で
､
し
か
も
父
親
は
す
で

に
元
治
元
年
に
亡
く
な
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
､
こ
の
記
録
は
明
治
二

十
一
年
に
八
十
九
歳
の
長
寿
を
全

う
し
た
千
代
松
さ
ん
の
祖
父
江
口

三
郎
左
衛
門
こ
と
伊
八
に
よ
り
書

き
始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
｡
こ
れ
ま
た
位
牌
に
は

｢
金
江
津
村
加
藤
七
兵
衛
次
男
､

温
和
ノ
人
二
シ
テ
､
善
ク
農
事
二

勉
励
努
力
シ
､
資
産
ヲ
保
護
シ
､

親
縁
ノ
交
際
ヲ
厚
ク
ス
ル
人
ナ
リ
｣

と
記
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
｡

江
口
三
郎
左
衛
門
伊
八
の
孫
千

代
松
は
孫
娘
に
婿
を
と
り
､
隠
居

分
家
し
､
記
録
は
分
家
筋
に
伝
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡



戸籍の窓
5月届出分(敬称略)

お　め　で　た

保　護　者

織　原　　　潜

馬　込　雅　-

伊　薩　昭　-

坂　本　紀　幸

松　井　信　幸

桜　井　博　和

大　竹　卓　士

大　橋　隆　活

鈴　木　　　学

埜　口　武　志

茨　城　　　剛

お　く　や　み

*掲載を希望されない場合は.届出の際に申

し出てください｡

町の人口と世帯

平成14年6月1日現在

人　口11,734人(-13)

男　　5,805人(±0)

女　　5.929人(-13)

世帯数　3,341戸(十8)

釘内cZ)_交通事故

5月発生糊(前月比) (累計)

発生件数件　　　29件(十15) (70)

死者数　　　　　1人(十1) (1)

負傷者数　　　　　6人(十2) (27)

竜ヶ崎警察署調べ

や㊨@] I
匝堅固｢二国書葛

耐寒~

山草主の書き方
｢少=±.i:1男運超｣を培って為=妾

今年度より公立学校の完全週休二日制が実施され,地域
｢こあいても青少年の育成が必要とされています｡

河内町規模拡大農家協議会は､青少年に｢土に慣れ親し
み心の豊かさを育み､町の基幹産業である農業について理

解や関心を得る｣ことを目的にひまわり迷路の作成を実施
しますので､小学生の参加者を募集いたします｡

〇日　　昨　　平成14年8月3日(土)午後1時30分-

O音号　　口音　　河内町田川地先　ひまわりは場

(旧れんげ祭り会場)

〇六]家老:　町内在住の小学生(保護者同伴可)

音間合ご先　　役場産業課　　丁E｣84-2 1 1 1

(内線｢42)

c-拇琵㊨姥聞置cap

5月号新酒発売披露会の記事の中で､間違いがありました｡

※吟醸｢側高｣説明文中

(誤)　　　　　　　　　　　　(正)

五月オトコぱ懐かしく(略) ⇒五月オコトは懐かしく(略)

深くお詫びして併せて訂正いたします｡

喜編集河内町秘書広聴諌　　平成14年6月15日　発行

〒300-1392　茨城県稲敷郡河内町源清田1183

ホ-ムペ-ジ　http //Ww.net-iba｢aki川e ｣P/kawachI/

E　メ　-ル　kawachi@po.neトiba｢aki ne ｣P

夫

　

き

　

守

　

ち

　

ヌ

春

　

ゆ

　

　

　

い

　

キ

鴫

　

野

　

川

　

塚

　

後

沼

　

大

　

石

　

駒

　

藤

和
菓
子
の
原
型
は
､
奈
良
時
代

に
遣
唐
使
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ

た
唐
菓
子
で
す
｡
米
粉
や
小
麦
粉

を
こ
ね
て
油
で
揚
げ
た
菓
子
で
､

祭
事
に
神
へ
の
お
供
物
と
し
て
用

い
ま
し
た
｡

日
本
で
は
､
和
菓
子
と
呼
び
多

く
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
江
戸
の
後
期
で
､
｢
京
菓
子
｣

と
い
わ
れ
て
か
ら
の
よ
う
で
す
｡

現
在
､
こ
の
和
菓
子
の
木
型
を

造
る
彫
刻
師
は
､
京
都
に
た
だ
一

人
と
い
う
こ
と
で
す
｡

和
葉
音
の
木
型
彫
刻

l
､
り

河
内
町
民
俗
資
料
鴛
輩
出
]




